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び 4K 映像を公開していた。8K 用ははや
や中型の“VC-8350”シリーズで、4K 用
は大変小型の“VC-9700”シリーズであ
る。4K/HD 対応機として高圧縮、低遅延

（20ms）の小型コーデックシリーズ“VC-
8700”とそれを使って再現した映像も表示
していた。
　IP 化については今後の IP 展開を見据
えグラスバレー主導の AIMS やソニー提
唱の IP LIVE にも参加している。今回ソ
ニーブースと接続し NMI を装備した機器
類による IP 伝送実験をしていた。さらに
SDI と IP の双方向変換可能なゲートウェ
イ“IPGW4000”も展示していた（写 4）。
将来は柔軟なネットワーク構成可能な SDN
技術を応用し局内設備のトータル IP システ
ム目指すそうだ。また 4K 対応になったビ
デオサーバー“Armadia ff  4K”も展示し
ていたが、コンテンツのインジェスト、再
生から送出まで XAVC や AVC Intra など
ファイルで運用でき、次世代サブシステム
として期待される。

●東芝は「放送の未来へ共に」を掲げ、展
開が進んでいる 4K/8K 放送関連や符号
化技術、IP 関連など多彩な出展をしてい
た。デジタル HD 放送機器の更新を視野に
次世代放送送出設備として、送信機の新ラ
インナップやバーチャルマスター、4K コ
ーデックのデファクトスタンダード XAVC

　InterBEE レポート（その 1）では今大
会の全体状況、イベント関係について、先
月号の（その 2）ではカメラ系と制作系に
ついて紹介した。本稿（その 3）では、進
展著しい符号化技術や配信系、高品質、大
画面化が目覚ましい映像モニターやディス
プレイについて、さらにあらゆる機器、シ
ステムを支える測定器、画質評価系につい
て紹介したい。

符号化技術・IP・配信・伝送系

●NTTグループは時代の潮流、技術動向
にあわせた符号化や配信系などの最先端技
術を出展していた。
　HEVC 4K コ ー デ ッ ク“HC-10000”
シリーズは、自社開発の ASIC を搭載し、
SD から HD、4K 60p マルチフォーマッ
トに対応し、リアルタイムに 422 10bit 
H.265/HEVC でエンコード・デコードす
る。ハーフラックサイズと小型で SD/HD

で 33ms、4K で 100ms と低遅延での伝
送が可能である（写 1）。NTT ぷららは既
に 4K-IP 放送（ひかり TV4K）を実施して
いるが、10 月から HDR 放送も開始した。
ブースでは HDR 対応 4K-IP 放送サービス
のデモを公開していた。またトランスコー
ド、フォーマット変換、HDR 対応カラー
グレーディ ングなど、高品質で効率的な
HD/4K/8K 映像制作が可能な“viaPlatz”
によるワークフローも実演していた（写 2）。
これらと全く異質の出展物として、ターゲ
ットマイク技術を利用したスポーツ中継で
の集音技術が出展されていた。スポーツ競
技でのドリブルやシュート音などを抽出し、
強調させてから放送音に加えると臨場感が
向上する。 

●NECは 8K/4K 時代のマスターシステ
ムを視野に 8K および 4K 対応 HEVC エ
ンコーダ / デコーダ実機を展示し、それら
を使って圧縮、伸張した 8K（写 3）およ

InterBEE 2016レポート（その3）
（符号化技術、配信系、ディスプレイ、測定器・画質評価編）
InterBEE 2016レポート（その3）
（符号化技術、配信系、ディスプレイ、測定器・画質評価編）
InterBEE 2016レポート（その3）
（符号化技術、配信系、ディスプレイ、測定器・画質評価編）

写  1：HEVC コーデック HC10000 シリーズによる 4K 伝送

写  2：Via Platz に よ る 低 コ スト、 高 品 質、 高 能 率 の
4K/8K ワークフロー

写 3：8k 用 HEVC コーデックと再現映像

写 4：SDI/IP 双方向変換ゲートウェイ 写 5：4K/8K 送出設備系統
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10bit の 8K/60p 対応のコンパクトプレ
イヤー“ XJive Player”を使い再生した
8K 映像を公開していた（写 10）。また
IP ソリューションコーナーでは仮想化対
応 IP プレイアウト“Versio”などによる
システムの実演をしていた（写 11）。その
他、制作ソリューションとして、パートナ
ーの AVID の 4K ノンリニア編集系“Media 
Composer” や SAM の 4K ハ イ エ ン ド
カラー＆フィニッシングツール“Quantel 
Rio 4K”の実演も公開していた。

●デジタル放送関連で実績高いヴィレッジ
アイランドは、急速なメディア展開に応え
る様々なソリューション、多彩な製品を出
展していた。注目は NHK と共同開発の視
覚的にロスレスの 12G-SDI/Tico1） コンバ
ーター“Vico-8”である（写 12）。小型装

対応のフラッシュメモリーサーバー“4K 
VIDEOS neo”、さらに高画質低遅延の
HEVC エンコーダなどを展示していた（写
5）。
　時流の IP 化関連では AIMS アライア
ンスに参加し今後の展開を見据え、Next 
Step として Video over IP の実演（写 6）
や、ソニーブースから IP 伝送された信号を
ブース内の 4K/8K 設備に入力しスイッチ
ング、符号化、多重化を行い試作の MMT
受信機で映し出す実演をしていた。

●富士通は急速に展開している 4K に応
え「HEVC 4K 対応小型コーデック“IP-
HE950”」を出展した。高い圧縮効率を持
つ H.265/HEVC を採用したリアルタイ
ム映像伝送装置で、高性能 LSI を搭載し
1U ハーフラックサイズの小型筺体で 4K
映像のリアルタイム伝送が実現できる（写
7）。ファイルベースシステムはカメラや国
内外から受信したファイル映像を集中管理
し、番組制作のスピードアップを実現する。
WEB オプション導入により PC 環境に依
存しないファイルベースシステムを可能に
し、 さらに LTO 7 の採用により大容量の映
像ファイルを効率的にアーカイブ可能にす
る。
　それらと全く違う展示として、ICT が魅
了するこれからの視聴スタイルコーナーで
は、スポーツをテーマに新しい視聴体験の
ためのコンセプトを提案した。キーとなる
技術は、高解像度映像伝送、アスリートセ
ンシング、自由視点映像などでスポーツ観
戦が今まで以上に魅力的になる。

● 富 士 通 系 列 の PFU は JPEG2000 圧

縮を採用し 4K 生放送でも使える低遅延、
高 画 質 の IP 伝 送 装 置“Qool Tornado 
QG7000”を出展した。同機でエンコード
し IP 化した信号を HD-SDI 回線で営電ブ
ースに送り、QG7000 でデコードし 4K
および HD モニター両方で表示していた。
またバージョンアップし構成により HD か
ら 8K まで対応可能となった非圧縮 IP 伝送
装置“QoolTornado QG70”も展示して
いた（写 8）。

●富士通とパナソニックの LSI 事業を統合
し 2 年ほど前に創設されたソシオネクス
トは、8K や 4K に対応製品を出展してい
た。8K コーデック装置は、4K/60p を
HEVC/H.265 によりリアルタイムにエン
コードできる LSI を 4 個搭載し、4 分割し
た 8K を各 LSI により処理した後、同期を
とり出力することで 8K 映像をリアルタイ
ムにエンコードする（写 9）。デコーダには
HEVC 符号化に対応した 8K 映像を 1 チッ
プで処理できる LSI を搭載している。これ
らの装置は、この夏始まった 8K 試験放送
でも使われているようだ。

●報映産業と統合して初出展となる伊藤忠
ケーブルは、従来以上に強力なラインナッ
プを取り揃えた出展をした。4K/8K 関連
ではダウンコンバート機能と MMT デコ
ード機能を内蔵し、H.265/HEVC 4:2:0 

写 6：Next Step としての Video over IP

写 7：HEVC 4K 対応コーデックシリーズ

写 8：非圧縮 4K/8KIP 伝送装置“GG70”

写 9：8K/60p リアルタイムエンコード実演

写 10：XJive Player による 8K 映像

写 11：仮想化対応 IP プレイアウト

1）  低遅延で視覚的にロスが見えない次世代符号化技術で、
最近世界的に高い評価を受けており今年になって Tico 
アライアンスが創設され、国内外の多くの企業が参加し
ている

写 12：ロスレス SDI Tico コンバーター
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置で従来 12G-SDI が 4 本必要な 8K 信号
を一本で高画質に伝送でき、低遅延で局内
や中継車などでシステムをシンプルに構築
できるようになる。IP 化がまだ不透明な状
況下、既に始まっている 8K 試験放送の喫
緊の課題として 8K システムを SDI（12G）
で構築する解決策だそうだ。
　自社開発製品の“FlexViewer”は、柔軟
性、拡張性ある表示レイアウトでリアルタ
イムにモニタリングできる高品質、低価格
なマルチビュワである（写 13）。その他に
は、業界で実績ある Dalet（仏）の HEVC
対応の高品質トランスコーダ“AmbeFin”、
SDI over IP に対応する低コストの“I/O 
Brio”、Quales TV（仏）のほとんどのフォ
ーマットに対応する高性能自動評価ソフト、
BarnFind（ノルウェー）の 12G-SDI 対応
で CWDM 光多重伝送装置“BarnOne”、
DekTek（蘭）のマルチインタフェースボ
ードやコンバーターなど多彩だった。

●前術の Tico の開発元 intoPix（ベルギー）
は、高い評価を受けている符号化技術 Tico
の他にも、以前から手掛けている JPEG 
2000 による超低遅延で Tico より圧縮効
率が高い伝送方式の実演もしていた（写
14）。伝送チャンネルがより厳しい環境下
で、高画質での素材伝送に使えるそうだ。

●NHKアイテックは 8K 試験放送をサポ
ートする機器、デバイスを中心に、安全
安心の社会に貢献する様々な技術を展示

していた。8K 関連では光多重技術により
4K/8K 信号を一本の光ケーブルで長距離
伝送する「SHV 用 DW DM 光多重伝送装
置」、「SHV 用光信号発生器」、光信号の監
視確認と 8K 映像 4K にダウンコンバート
できる「8K 信号確認装置」さらに「8K 用
小型光インタフェース」などによる 8K シ
ステムを展示していた（写 15）。
　広帯域、高速の 8K 信号を従来の同軸ケ
ーブルで機器間を接続しシステムを組むの
は、非常に煩雑で時間も手間がかかる。そ
こで機器間信号伝送を光化し光多芯（24
芯）ケーブル一本で接続するようにした。
専用の光コネクター U-SDI も展示されてい
たが、劣悪な環境でも使えるように堅牢で
防水性のコネクターが開発されている。さ
らに端面の傷や汚れによる接触不良を避け
るため微小レンズを使う MPO コネクター
の開発も進めているそうだ。
　他の展示物としては、平常時は通常の
Wi-Fiアクセスポイントとして行政からの情
報や観光情報などを発信し、災害時にはマ
ルチキャスト方式により市役所や病院など
に設置したアクセスポイントから放送型の
情報発信をスマートフォンやタブレットな
ど向けに配信する「防災情報発信型 Wi-Fi
システム」、レート制御による高画質伝送可
能なエンコーダを備え、自動方調機能で運
用性が高く、ロードレースやイベント中継
さらに災害時などで手軽に利用できる小型
軽量化した「らくらく無線中継システム」（写
16）、これからの 2K/4K 混在時代の送出
業務をサポートすべく自動運行装置とサー
バを一体化し、さらに SDI だけでなく IP
インタフェースも盛り込んだ「ハイブリッ
ド型プレイアウトシステム」などである。

● InterBEE 初出展の NewTEK（米）は、
進展目覚ましい IP 化の状況を踏まえ、同社

が提唱する NDI2）を全面に押した出展をし
ていた。前号で触れた IP 化に関する特別講
演「IP ライブ伝送提案の各方式と今後の展
開」には本社のキーパースンが参加し、同
方式について直接説明し他の陣営と共に議
論にも参加していた。さらに今回は自社ブ
ースだけでなくパートナーのアスクおよび
デイストームのブースでも NDI を搭載した
IP シリーズを展示していた（写 17）。
● Thomson Video Networks（仏）と統
合したHarmonic（米） は、その効果を活
かし、複雑になりつつあるビデオ配信ワー
クフローを、最高のビデオ品質でより迅速
に実現するための様々のソリューションを
提案していた。
　OTT3）配信の映像品質とネットワーク帯
域の効率的な利用を両立する映像品質最適
化のソリューション“EyeQ”、また 4K の
素材伝送、4K 送出サーバ、エンコード配
信に至るまで End to End の品質確保の
ための HD エンコーダを使ったのソリュ
ーションなどを公開していた。さらにクラ
ウドを活用し新サービスの立ち上げをさら
に素早くしかも簡便な運用で実現するメ
ディアプロセッシング“VOSTM Cloud 
and VOS 360”による配信技術も公開し

写 14：超低遅延、高画質の JPEG 2K 伝送

写 13：柔軟性、拡張性があるマルチビュワ

写 16：らくらく無線中継システム
写 15：光接続による 8K SHV システム

写 17：NDI 方式 IP 化を主導する NewTek 社の展示状況
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ていた（写 18）。また SDI over IP 技術
（SMPTE2022-6）による Spectrum TM 
X IP プレイアウトおよび ElectraTM X シ
リーズでの入力、エンコード、配信までの
IP ワークフローの展示もしていた。

●符号化技術、データ圧縮関係のソフト、
ハードウェアの開発を主業務とし米国ポー
トランドにベースを置く日系企業ザクセル
は、独自開発した特徴ある技術を公開して
いた。被写界深度の浅い映像を補正し焦点
深度を拡大する“zFocus”は人工知能とビ
ッグデータの技術を使ったアルゴリズムを
適用したものでディテールがはっきりして
くる。実際に映像を見たがその効果は大き
かった（写 19）。
　ノイズ除去ソフト“Denoiser 8K”は
Affi  ne 変換アルゴリズムを搭載し、デジタ
ルビデオや映画フィルムのノイズをディテ
ールを壊すことなく取り除き自然感あるよ
うに改善する技術である。

●テクノマセマティカルは、独自開発のア
ルゴリズム DMNA4）を駆使した符号化関連
技術で高い実績と評価を持っているが、今
回も注目される出展をしていた。8K/4K 
60p 対応 HEVC リアルタイムコーデック
シリーズは、既に製品化しているデコーダ
に加え今回エンコーダーを初出展した（写
20）。DMNA 技術を使うことにより、小型
化し消費電力も低減し、合わせて独自画像
処理技術を投入し高画質で低遅延化した。
　その他には、4K 60p とフル HD 4ch 

60p に対応する H.264 リアルタイム伝送
システム、30p を高画質で滑らかな 120p
にアップするフレームレートコンバーター
さらに最大 50 台のタブレットにリアルタ
イムで映像音声を低ビットレート、低遅延、
高画質で配信できる“Wifi  Sync Viwer”
など非常に先進的で特徴ある出展をしてい
た。

● NHK の 4K/8K 番組の制作に関わって
きたフルスコアはその実績とノウハウを基
に構築した 8K ワークフローを公開した。
隣接ブースの TID と連携し、4K で実績あ
る Accusys（台湾）の廉価で高速、大容
量のディスクストレージ“ExaSAN”を核
に、新規ソフトウェアと GPU アーキテク
チャーを駆使し 8K/60p の再生やリアルタ
イムに近い高速でトランスコード、デコー
ド、コンバート、ラッピングが可能な編集
系を構築した（写 21）。

●日本 IBMはビッグデータ向けオールフラ
ッシュストレージの“Deep Flash 150”
を活用し 4K/8K 映像編集を効率化するソ
リューションを出展した（写 22）。超高速
共用ストレージでビッグデータが必要とす
る大規模なスケーラビリティー、柔軟性、
高性能、高密度で、優れた経済性を提供す
る。わずか 3U 筐体で最大 512TB の大容
量を備え、最大 12GB/s でデータ読み出
しが可能で、従来機種に対し約 5 倍のスト
レージ容量で、4K/8K ワークフローの様々
な局面での利用が可能である。

●DPSJ（日本デジタルプロセッシング）
は関連会社のテクノネットと共同ブースで、
ライブストリーミングとファイルベースに
関連する様々なソリューションを出展して
いた（写 23）。前者については様々なフォ
ーマットに対応しコーデックとプロトコル、

DRM5）を一元化し、複雑なストリーミング
配信をシンプル化するエンジン“Wowza 
Streaming Engine”を使ったデモをして
いた。マルチスクリーン配信を得意としど
こへでも、どんなデバイスへも高信頼、高
品質な映像 / 音声を配信できる。後者につ
いては様々なファイルフォーマット、スト
レージ、編集ソフトウェアに対応するファ
イルベース映像 / 音声コンテンツのアセッ
トマネジメントソリューション“Metus 
MAM”を公開していた。
　またテクノネットは NewTek の IP シリ
ーズ TriCaster 用のスポーツコーダと 4K
にも対応するようになったグラフィックス

“VFEX-R”を参考出品していた。

映像モニター・ディスプレイ系

　各社ブースでは機器やシステムの映像
表示用に、4K、8K と言った高精細度化、
HDR や広色域、HFR などの高画質化に応

写 18：クラウド利用によるメディアプロセッシング

写 19. ピンボケを補正するソフトウェア“z Focus”

写  20.DMNA を応用した斬新的で優れた符号化関係技術類
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写 21：8K 制作ワークフローを実演

写  22：4K/8K 制 作 に も 対 応 す る 高 速、 大 容 量 の
DeepFlash 150

写  23：多様なストリーミング、ファイルベースのソリューション
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置で従来 12G-SDI が 4 本必要な 8K 信号
を一本で高画質に伝送でき、低遅延で局内
や中継車などでシステムをシンプルに構築
できるようになる。IP 化がまだ不透明な状
況下、既に始まっている 8K 試験放送の喫
緊の課題として 8K システムを SDI（12G）
で構築する解決策だそうだ。
　自社開発製品の“FlexViewer”は、柔軟
性、拡張性ある表示レイアウトでリアルタ
イムにモニタリングできる高品質、低価格
なマルチビュワである（写 13）。その他に
は、業界で実績ある Dalet（仏）の HEVC
対応の高品質トランスコーダ“AmbeFin”、
SDI over IP に対応する低コストの“I/O 
Brio”、Quales TV（仏）のほとんどのフォ
ーマットに対応する高性能自動評価ソフト、
BarnFind（ノルウェー）の 12G-SDI 対応
で CWDM 光多重伝送装置“BarnOne”、
DekTek（蘭）のマルチインタフェースボ
ードやコンバーターなど多彩だった。

●前術の Tico の開発元 intoPix（ベルギー）
は、高い評価を受けている符号化技術 Tico
の他にも、以前から手掛けている JPEG 
2000 による超低遅延で Tico より圧縮効
率が高い伝送方式の実演もしていた（写
14）。伝送チャンネルがより厳しい環境下
で、高画質での素材伝送に使えるそうだ。

●NHKアイテックは 8K 試験放送をサポ
ートする機器、デバイスを中心に、安全
安心の社会に貢献する様々な技術を展示

していた。8K 関連では光多重技術により
4K/8K 信号を一本の光ケーブルで長距離
伝送する「SHV 用 DW DM 光多重伝送装
置」、「SHV 用光信号発生器」、光信号の監
視確認と 8K 映像 4K にダウンコンバート
できる「8K 信号確認装置」さらに「8K 用
小型光インタフェース」などによる 8K シ
ステムを展示していた（写 15）。
　広帯域、高速の 8K 信号を従来の同軸ケ
ーブルで機器間を接続しシステムを組むの
は、非常に煩雑で時間も手間がかかる。そ
こで機器間信号伝送を光化し光多芯（24
芯）ケーブル一本で接続するようにした。
専用の光コネクター U-SDI も展示されてい
たが、劣悪な環境でも使えるように堅牢で
防水性のコネクターが開発されている。さ
らに端面の傷や汚れによる接触不良を避け
るため微小レンズを使う MPO コネクター
の開発も進めているそうだ。
　他の展示物としては、平常時は通常の
Wi-Fiアクセスポイントとして行政からの情
報や観光情報などを発信し、災害時にはマ
ルチキャスト方式により市役所や病院など
に設置したアクセスポイントから放送型の
情報発信をスマートフォンやタブレットな
ど向けに配信する「防災情報発信型 Wi-Fi
システム」、レート制御による高画質伝送可
能なエンコーダを備え、自動方調機能で運
用性が高く、ロードレースやイベント中継
さらに災害時などで手軽に利用できる小型
軽量化した「らくらく無線中継システム」（写
16）、これからの 2K/4K 混在時代の送出
業務をサポートすべく自動運行装置とサー
バを一体化し、さらに SDI だけでなく IP
インタフェースも盛り込んだ「ハイブリッ
ド型プレイアウトシステム」などである。

● InterBEE 初出展の NewTEK（米）は、
進展目覚ましい IP 化の状況を踏まえ、同社

が提唱する NDI2）を全面に押した出展をし
ていた。前号で触れた IP 化に関する特別講
演「IP ライブ伝送提案の各方式と今後の展
開」には本社のキーパースンが参加し、同
方式について直接説明し他の陣営と共に議
論にも参加していた。さらに今回は自社ブ
ースだけでなくパートナーのアスクおよび
デイストームのブースでも NDI を搭載した
IP シリーズを展示していた（写 17）。
● Thomson Video Networks（仏）と統
合したHarmonic（米） は、その効果を活
かし、複雑になりつつあるビデオ配信ワー
クフローを、最高のビデオ品質でより迅速
に実現するための様々のソリューションを
提案していた。
　OTT3）配信の映像品質とネットワーク帯
域の効率的な利用を両立する映像品質最適
化のソリューション“EyeQ”、また 4K の
素材伝送、4K 送出サーバ、エンコード配
信に至るまで End to End の品質確保の
ための HD エンコーダを使ったのソリュ
ーションなどを公開していた。さらにクラ
ウドを活用し新サービスの立ち上げをさら
に素早くしかも簡便な運用で実現するメ
ディアプロセッシング“VOSTM Cloud 
and VOS 360”による配信技術も公開し

写 14：超低遅延、高画質の JPEG 2K 伝送

写 13：柔軟性、拡張性があるマルチビュワ

写 16：らくらく無線中継システム
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ていた（写 18）。また SDI over IP 技術
（SMPTE2022-6）による Spectrum TM 
X IP プレイアウトおよび ElectraTM X シ
リーズでの入力、エンコード、配信までの
IP ワークフローの展示もしていた。

●符号化技術、データ圧縮関係のソフト、
ハードウェアの開発を主業務とし米国ポー
トランドにベースを置く日系企業ザクセル
は、独自開発した特徴ある技術を公開して
いた。被写界深度の浅い映像を補正し焦点
深度を拡大する“zFocus”は人工知能とビ
ッグデータの技術を使ったアルゴリズムを
適用したものでディテールがはっきりして
くる。実際に映像を見たがその効果は大き
かった（写 19）。
　ノイズ除去ソフト“Denoiser 8K”は
Affi  ne 変換アルゴリズムを搭載し、デジタ
ルビデオや映画フィルムのノイズをディテ
ールを壊すことなく取り除き自然感あるよ
うに改善する技術である。

●テクノマセマティカルは、独自開発のア
ルゴリズム DMNA4）を駆使した符号化関連
技術で高い実績と評価を持っているが、今
回も注目される出展をしていた。8K/4K 
60p 対応 HEVC リアルタイムコーデック
シリーズは、既に製品化しているデコーダ
に加え今回エンコーダーを初出展した（写
20）。DMNA 技術を使うことにより、小型
化し消費電力も低減し、合わせて独自画像
処理技術を投入し高画質で低遅延化した。
　その他には、4K 60p とフル HD 4ch 

60p に対応する H.264 リアルタイム伝送
システム、30p を高画質で滑らかな 120p
にアップするフレームレートコンバーター
さらに最大 50 台のタブレットにリアルタ
イムで映像音声を低ビットレート、低遅延、
高画質で配信できる“Wifi  Sync Viwer”
など非常に先進的で特徴ある出展をしてい
た。

● NHK の 4K/8K 番組の制作に関わって
きたフルスコアはその実績とノウハウを基
に構築した 8K ワークフローを公開した。
隣接ブースの TID と連携し、4K で実績あ
る Accusys（台湾）の廉価で高速、大容
量のディスクストレージ“ExaSAN”を核
に、新規ソフトウェアと GPU アーキテク
チャーを駆使し 8K/60p の再生やリアルタ
イムに近い高速でトランスコード、デコー
ド、コンバート、ラッピングが可能な編集
系を構築した（写 21）。

●日本 IBMはビッグデータ向けオールフラ
ッシュストレージの“Deep Flash 150”
を活用し 4K/8K 映像編集を効率化するソ
リューションを出展した（写 22）。超高速
共用ストレージでビッグデータが必要とす
る大規模なスケーラビリティー、柔軟性、
高性能、高密度で、優れた経済性を提供す
る。わずか 3U 筐体で最大 512TB の大容
量を備え、最大 12GB/s でデータ読み出
しが可能で、従来機種に対し約 5 倍のスト
レージ容量で、4K/8K ワークフローの様々
な局面での利用が可能である。

●DPSJ（日本デジタルプロセッシング）
は関連会社のテクノネットと共同ブースで、
ライブストリーミングとファイルベースに
関連する様々なソリューションを出展して
いた（写 23）。前者については様々なフォ
ーマットに対応しコーデックとプロトコル、

DRM5）を一元化し、複雑なストリーミング
配信をシンプル化するエンジン“Wowza 
Streaming Engine”を使ったデモをして
いた。マルチスクリーン配信を得意としど
こへでも、どんなデバイスへも高信頼、高
品質な映像 / 音声を配信できる。後者につ
いては様々なファイルフォーマット、スト
レージ、編集ソフトウェアに対応するファ
イルベース映像 / 音声コンテンツのアセッ
トマネジメントソリューション“Metus 
MAM”を公開していた。
　またテクノネットは NewTek の IP シリ
ーズ TriCaster 用のスポーツコーダと 4K
にも対応するようになったグラフィックス

“VFEX-R”を参考出品していた。

映像モニター・ディスプレイ系

　各社ブースでは機器やシステムの映像
表示用に、4K、8K と言った高精細度化、
HDR や広色域、HFR などの高画質化に応

写 18：クラウド利用によるメディアプロセッシング

写 19. ピンボケを補正するソフトウェア“z Focus”

写  20.DMNA を応用した斬新的で優れた符号化関係技術類
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える高品質モニターが使われていた。その
一方で、コンテンツを映写する高画質の大
画面ディスプレイ、さらにデジタルサイネ
ージやパブリックビューイングに応える大

型ディスプレイも数多く見られた。
●民生用テレビで独自性ある高い技術力で
実績を上げているシャープは、4K、8K テ
レビにも積極的に取り組んでいる。その一
環で、家庭用も視野に入れた 85 インチサ
イズの 8KLCD ディスプレイ“LV-85001”
を製品化しており、今回多くの企業ブース
で使われていた。IGZO6）液晶パネルを搭載
し、 画 素 数（7680 × 4320）、120p、
12bit で駆動し、広色域（BT.2020 のカ
バー率 78%）、輝度 1000cd/m2、コン
トラスト比 100,000:1 で HDR にも対応
している。また同機は始まっている 8K/4K
試験放送に対応する高度広帯域衛星デジタ
ル放送受信機も備えており、InterBEE の少
し前に開かれたシーテック 2016 で総務大
臣賞を受けている。
　このディスプレイはオープニングセレモ
ニーが行われたエントランスロビーに設置
され、8K 試験放送を受信した鮮明な 8K
映像を表示していた（写 24）。

●ソニーはモニターコーナーで液晶型と
有機 EL モデルを展示していた。液晶タイ
プは 17 インチサイズのマルチフォーマ
ットフル HD モデル“LMD-B170”だけ
だったが、有機 EL 型は様々なモデルを展
示していた（写 25）。注目は 30 型マス
タ ー モ ニ タ ー“BVM-X300”（v.2） で、
30 インチサイズのフル 4K 画素有機 EL
パネルを搭載しピーク輝度を 1000cD/
m2 に高め HDR 表示可能とし、色域は
SMPTE2084、ITU BT2020 お よ び

Slog3 に対応する。標準で HDMI 入力、
3G/HD-SDI × 4 入力 2 系統を搭載してい
る。また Quad View 機能を持つ 55 イン
チ型 4K 有機 EL モニターにより画面を 4
分割し、各種方式 HDR 映像や SDR 映像
などをマルチに表示していた。また 17 型
と 25 型の有機 EL タイプの HD 対応マス
モニも展示していた。
　正面ステージでは従来型の大画面 LED
ディスプレイを配置しプレゼンテーション
していたが、それとは別に独自開発のディ
スプレイ技術“CLEDIS”を搭載した新製
品の 4K（QFHD）/60p 大画面ディスプ
レイを公開していた（写 26）。画面表面に
RGB の微細な LED 素子を配置し画素毎に
駆動し、RGB を 1 画素とする光源サイズ
は 0.003mm2 と極めて微細で、高コント
ラストと広色域の豊かな映像表現が得られ
る上、応答性に優れ 120fps の表示も可能
である。

●キヤノンは液晶型 4K リファレンスモニ
ターをメインに出展していた。30 インチ
サイズの“DP-V3010”は、IPS 液晶パネ
ルと独自設計の RGB LED バックライトシ
ステムを搭載し、広色域・高解像・高コン
トラストを実現し、ファームウエアアップ
により BT-2020 にも対応し、デジタルシ
ネマや放送コンテンツ制作で高い実績を上
げている（写 27）。
　制作現場での運用性も配慮し小型化され
た“DP-V2420”は、独自開発の映像エ
ンジンを搭載し正確な階調と色の確認を可
能 と し、SDR、PQ お よ び HLG 式 HDR

に対応し、EOS カメラで撮影し各種方式で
比較表示していた。また撮影現場でも使え
るように機動性を高めた“DP-V2410”、
さらにより小型化し現場で映像チェック
やフォーカス合わせなどに使える“DP-
V1710”も展示していた。また 8K HDR
モニターは 55 インチ（写 28）および 30
インチ型モデルを参考出品していた。
　ブース内の 4K シアターではレーザー光
源プロジェクターを使った HDR 映像と従
来型 DLP による SDR 映像が上映されてい
た。前者のプロジェクター“4K 600STZ”
は LCOS パネルを搭載し、解像度はフル
4K、高コントラストで 6000lm の高輝
度ながら小型、軽量で、像面収差なく最
大 600 インチサイズまで投射可能であ
る。レーザー光源は長寿命でメンテナンス
も軽微である。後者のランプ光源式 DLP

“4K501ST”は前機種と同じ LCOS パ
ネルを搭載し、輝度 5000lm でこのクラ
スでは最小、最軽量である。両機種を使い
120 インチサイズ位のスクリーンに“The 
Calling”という作品を HDR、SDR 別々に
上映していた（写 29）。

6）   In（インジュゥム）、Ga( ガリゥム )、Zn ( 亜鉛 ) から成
る酸化物半導体で、従来のアモルファスシリコンを利用
したパネルに比べ、薄膜トランジスタの小形・細線化が
可能で、より高精細化、光透過量の向上、省エネ化可能

写 24. 試験放送受信公開中の 8K ディスプレイ

写 25：4K 有機 ELモニター HDR 映像表示

写 26：大画面ディスプレイ CREDIS

写 27：4K 液晶型リファレンスモニター

写 28：8K 液晶型リファレンスモニター

写 29：4K レーザー PJ による HDR 映像 
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●パナソニックは機器やシステムの映像表
示用モニターに、広視野角の IPS αパネル
を搭載し、10bit 階調でデジタルシネマの
フル 4K および放送系 QFHD 両方の解像度
に対応し、さらに HDR と BT.2020 に対
応する 31 インチ“LCD 型リファレンスモ
ニター”BT-4LH310 を主に使っていた（写
30）。4K フォーカスアシスト機能も持ち、
高解像度を活かし 2K/HD の 4 画面表示や
音声レベル表示もできる。55 インチサイ
ズの 8K モニターは前述の 8K レコーダー
コーナーで再生映像表示に使われていた。
　大画面ディスプレイは新型の 4K ＋超解
像度（画素数（5120 × 3200）の 3 チ
ッ プ DLP“PT-RQ13K” が 使 わ れ て い
た（写 31）。光源にレーザーを採用し輝度
10000lm、コントラスト比 20000:1 と
高画質、高輝度の上、高速フレーム補間に
より滑らかな動画が再現できる。半導体レ
ーザー光源のため小型軽量で長寿命、高信
頼性・運用性でランニングコストも軽減さ
れる。投射レンズは使用環境に合わせ多様
な焦点距離のものが用意されており、150
インチ位のスクリーンに素晴らしい映像を
上映していた。
 
●池上通信機は液晶タイプと有機 EL 型
の映像モニターを展示していた。前者は
広視野角の IPS パネルとダイレクト LED
バックライトで 31 インチサイズの液晶
パネルを搭載し、フル 4K、10bit のマ
ルチフォーマット液晶モニター“HQLM-

3120W”で、入力系として 3G-SDI × 4
と 12G-SDI × 2 ch を装備し、4K 入力に
は HDMI インタフェースも搭載し運用性が
高い。1450:1 とコントラスト比が高く、
広色域の BT.2020 に対応し 4K 映像制作
に適している（写 32）。
　後者の有機 EL モニターは 25 インチ
/17 インチ型の HD 対応の“HEM”シリ
ーズで、3G 対応、広視野角、広ダイナミ
ックレンジ、動画ぼやけを抑えた高速応答
映像、安定した黒の階調を実現していた。

●アストロデザインは今回出展の 8K 機器、
システムの表示用に新製品の 55 インチサ
イズの 8K/120p フルスペック液晶モニタ
ー“DM3815”を使っていた（写 33）。
入力 I/F に U-SDI7） と 3G-SDI × 16 本を
実装しており運用性、機動性が高い。フル
スペック 8K/120p、フル解像度 8K/60p
さらに 8K DG にも対応し、撮影現場だけ
でなく編集卓置き型もあり、8K 映像制作、

医療分野など産業用途にも幅広く利用でき
る。また 8K エリアでは 8K インターフェ
ースコンバータと組み合わせ有機 EL パネ
ル（LG 製）搭載のシート型ディスプレイ
による映像を表示していた（写 34）。

●その他に、会場内随所で LED などによ
る多彩な大画面ディスプレイが見られた。
CREATE LED（中国）は 1.6 ミリピッ
チ、画面サイズが 5m × 3.5m、解像度
3,000 × 2,100 ピクセルの屋内型 LED
パネル“AirMAG-1X”を初公開した。ま
た画素ピッチ 1.9mm、横 7.5m、縦 4m
で画素数は QFHD 相当のモデルと側面に
LED パネルを張り合わせたボックスを複数
個積み上げたようなキューブ型ディスプレ
イ“AirMAGICBox”も展示していた。フ
ァンタスティックな映像空間を創り上げて
いた（写 35）。

●共信コミュニケーションは、Silicon 
Core（米）製の 0.95mm 超狭画素ピッチ、
広視野角の 165 インチサイズの QFHD 対
応 LED ディスプレイを公開していた（写
36）。東京オリンピックなどに向けて競技
場やイベント会場などで進むスポーツ中継
などのパブリックビューイングやデジタル
サイネージをターゲットにしているようだ。
　また同社のブースではスカパー JSAT
の CS 4K HDR 放送を受信した映像を公

写 30：4K LCD 型リファレンスモニター

写 31：4K+ レーザー光源 DLP による映像

写 32：4K 制作用の 31インチ LCD 型モニター

写 33：55 型 8K フルスペックモニター

写 34：8K シート型有機 EL ディスプレイ

7）  ARIB STD-B58 規格の 24 芯光ケーブルコネクター

写 35：サイネージを視野に映像像空間

写 36：超画素ピッチ 4KLED ディスプレイ
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える高品質モニターが使われていた。その
一方で、コンテンツを映写する高画質の大
画面ディスプレイ、さらにデジタルサイネ
ージやパブリックビューイングに応える大

型ディスプレイも数多く見られた。
●民生用テレビで独自性ある高い技術力で
実績を上げているシャープは、4K、8K テ
レビにも積極的に取り組んでいる。その一
環で、家庭用も視野に入れた 85 インチサ
イズの 8KLCD ディスプレイ“LV-85001”
を製品化しており、今回多くの企業ブース
で使われていた。IGZO6）液晶パネルを搭載
し、 画 素 数（7680 × 4320）、120p、
12bit で駆動し、広色域（BT.2020 のカ
バー率 78%）、輝度 1000cd/m2、コン
トラスト比 100,000:1 で HDR にも対応
している。また同機は始まっている 8K/4K
試験放送に対応する高度広帯域衛星デジタ
ル放送受信機も備えており、InterBEE の少
し前に開かれたシーテック 2016 で総務大
臣賞を受けている。
　このディスプレイはオープニングセレモ
ニーが行われたエントランスロビーに設置
され、8K 試験放送を受信した鮮明な 8K
映像を表示していた（写 24）。

●ソニーはモニターコーナーで液晶型と
有機 EL モデルを展示していた。液晶タイ
プは 17 インチサイズのマルチフォーマ
ットフル HD モデル“LMD-B170”だけ
だったが、有機 EL 型は様々なモデルを展
示していた（写 25）。注目は 30 型マス
タ ー モ ニ タ ー“BVM-X300”（v.2） で、
30 インチサイズのフル 4K 画素有機 EL
パネルを搭載しピーク輝度を 1000cD/
m2 に高め HDR 表示可能とし、色域は
SMPTE2084、ITU BT2020 お よ び

Slog3 に対応する。標準で HDMI 入力、
3G/HD-SDI × 4 入力 2 系統を搭載してい
る。また Quad View 機能を持つ 55 イン
チ型 4K 有機 EL モニターにより画面を 4
分割し、各種方式 HDR 映像や SDR 映像
などをマルチに表示していた。また 17 型
と 25 型の有機 EL タイプの HD 対応マス
モニも展示していた。
　正面ステージでは従来型の大画面 LED
ディスプレイを配置しプレゼンテーション
していたが、それとは別に独自開発のディ
スプレイ技術“CLEDIS”を搭載した新製
品の 4K（QFHD）/60p 大画面ディスプ
レイを公開していた（写 26）。画面表面に
RGB の微細な LED 素子を配置し画素毎に
駆動し、RGB を 1 画素とする光源サイズ
は 0.003mm2 と極めて微細で、高コント
ラストと広色域の豊かな映像表現が得られ
る上、応答性に優れ 120fps の表示も可能
である。

●キヤノンは液晶型 4K リファレンスモニ
ターをメインに出展していた。30 インチ
サイズの“DP-V3010”は、IPS 液晶パネ
ルと独自設計の RGB LED バックライトシ
ステムを搭載し、広色域・高解像・高コン
トラストを実現し、ファームウエアアップ
により BT-2020 にも対応し、デジタルシ
ネマや放送コンテンツ制作で高い実績を上
げている（写 27）。
　制作現場での運用性も配慮し小型化され
た“DP-V2420”は、独自開発の映像エ
ンジンを搭載し正確な階調と色の確認を可
能 と し、SDR、PQ お よ び HLG 式 HDR

に対応し、EOS カメラで撮影し各種方式で
比較表示していた。また撮影現場でも使え
るように機動性を高めた“DP-V2410”、
さらにより小型化し現場で映像チェック
やフォーカス合わせなどに使える“DP-
V1710”も展示していた。また 8K HDR
モニターは 55 インチ（写 28）および 30
インチ型モデルを参考出品していた。
　ブース内の 4K シアターではレーザー光
源プロジェクターを使った HDR 映像と従
来型 DLP による SDR 映像が上映されてい
た。前者のプロジェクター“4K 600STZ”
は LCOS パネルを搭載し、解像度はフル
4K、高コントラストで 6000lm の高輝
度ながら小型、軽量で、像面収差なく最
大 600 インチサイズまで投射可能であ
る。レーザー光源は長寿命でメンテナンス
も軽微である。後者のランプ光源式 DLP

“4K501ST”は前機種と同じ LCOS パ
ネルを搭載し、輝度 5000lm でこのクラ
スでは最小、最軽量である。両機種を使い
120 インチサイズ位のスクリーンに“The 
Calling”という作品を HDR、SDR 別々に
上映していた（写 29）。

6）   In（インジュゥム）、Ga( ガリゥム )、Zn ( 亜鉛 ) から成
る酸化物半導体で、従来のアモルファスシリコンを利用
したパネルに比べ、薄膜トランジスタの小形・細線化が
可能で、より高精細化、光透過量の向上、省エネ化可能

写 24. 試験放送受信公開中の 8K ディスプレイ

写 25：4K 有機 ELモニター HDR 映像表示

写 26：大画面ディスプレイ CREDIS

写 27：4K 液晶型リファレンスモニター

写 28：8K 液晶型リファレンスモニター

写 29：4K レーザー PJ による HDR 映像 

23

FDI・2017・02

InterBEE 2016 REPORT

●パナソニックは機器やシステムの映像表
示用モニターに、広視野角の IPS αパネル
を搭載し、10bit 階調でデジタルシネマの
フル 4K および放送系 QFHD 両方の解像度
に対応し、さらに HDR と BT.2020 に対
応する 31 インチ“LCD 型リファレンスモ
ニター”BT-4LH310 を主に使っていた（写
30）。4K フォーカスアシスト機能も持ち、
高解像度を活かし 2K/HD の 4 画面表示や
音声レベル表示もできる。55 インチサイ
ズの 8K モニターは前述の 8K レコーダー
コーナーで再生映像表示に使われていた。
　大画面ディスプレイは新型の 4K ＋超解
像度（画素数（5120 × 3200）の 3 チ
ッ プ DLP“PT-RQ13K” が 使 わ れ て い
た（写 31）。光源にレーザーを採用し輝度
10000lm、コントラスト比 20000:1 と
高画質、高輝度の上、高速フレーム補間に
より滑らかな動画が再現できる。半導体レ
ーザー光源のため小型軽量で長寿命、高信
頼性・運用性でランニングコストも軽減さ
れる。投射レンズは使用環境に合わせ多様
な焦点距離のものが用意されており、150
インチ位のスクリーンに素晴らしい映像を
上映していた。
 
●池上通信機は液晶タイプと有機 EL 型
の映像モニターを展示していた。前者は
広視野角の IPS パネルとダイレクト LED
バックライトで 31 インチサイズの液晶
パネルを搭載し、フル 4K、10bit のマ
ルチフォーマット液晶モニター“HQLM-

3120W”で、入力系として 3G-SDI × 4
と 12G-SDI × 2 ch を装備し、4K 入力に
は HDMI インタフェースも搭載し運用性が
高い。1450:1 とコントラスト比が高く、
広色域の BT.2020 に対応し 4K 映像制作
に適している（写 32）。
　後者の有機 EL モニターは 25 インチ
/17 インチ型の HD 対応の“HEM”シリ
ーズで、3G 対応、広視野角、広ダイナミ
ックレンジ、動画ぼやけを抑えた高速応答
映像、安定した黒の階調を実現していた。

●アストロデザインは今回出展の 8K 機器、
システムの表示用に新製品の 55 インチサ
イズの 8K/120p フルスペック液晶モニタ
ー“DM3815”を使っていた（写 33）。
入力 I/F に U-SDI7） と 3G-SDI × 16 本を
実装しており運用性、機動性が高い。フル
スペック 8K/120p、フル解像度 8K/60p
さらに 8K DG にも対応し、撮影現場だけ
でなく編集卓置き型もあり、8K 映像制作、

医療分野など産業用途にも幅広く利用でき
る。また 8K エリアでは 8K インターフェ
ースコンバータと組み合わせ有機 EL パネ
ル（LG 製）搭載のシート型ディスプレイ
による映像を表示していた（写 34）。

●その他に、会場内随所で LED などによ
る多彩な大画面ディスプレイが見られた。
CREATE LED（中国）は 1.6 ミリピッ
チ、画面サイズが 5m × 3.5m、解像度
3,000 × 2,100 ピクセルの屋内型 LED
パネル“AirMAG-1X”を初公開した。ま
た画素ピッチ 1.9mm、横 7.5m、縦 4m
で画素数は QFHD 相当のモデルと側面に
LED パネルを張り合わせたボックスを複数
個積み上げたようなキューブ型ディスプレ
イ“AirMAGICBox”も展示していた。フ
ァンタスティックな映像空間を創り上げて
いた（写 35）。

●共信コミュニケーションは、Silicon 
Core（米）製の 0.95mm 超狭画素ピッチ、
広視野角の 165 インチサイズの QFHD 対
応 LED ディスプレイを公開していた（写
36）。東京オリンピックなどに向けて競技
場やイベント会場などで進むスポーツ中継
などのパブリックビューイングやデジタル
サイネージをターゲットにしているようだ。
　また同社のブースではスカパー JSAT
の CS 4K HDR 放送を受信した映像を公

写 30：4K LCD 型リファレンスモニター

写 31：4K+ レーザー光源 DLP による映像

写 32：4K 制作用の 31インチ LCD 型モニター

写 33：55 型 8K フルスペックモニター

写 34：8K シート型有機 EL ディスプレイ

7）  ARIB STD-B58 規格の 24 芯光ケーブルコネクター

写 35：サイネージを視野に映像像空間

写 36：超画素ピッチ 4KLED ディスプレイ
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開していた（写 37）。コンテンツ制作はブ
ースにも展示していた 4K/8K 対応の高品
質カラーグレーディング装置対応の SGO

“Mistika”を使い、HLG 方式 HDR 映像と
して制作されたものである。 

●イベントなどでの大型映像で実績高いヒ
ビノクロマティックは 4K/8K 時代を見据
えた大画面 LED ディスプレイのクロマビ
ジョンを出展した（写 38）。さらに従来
の LED は SMD8） と呼ばれる方式で構成
され高精細度、大型化が難しかったため、
COB9）式による 8K にも対応可能なモデル
の開発をしていると報じていた。

●次世代映像システムやソフトウェア開発
を主業務にしているアズラボは、非圧縮動
画再生装置 1 台で、13K × 5K 単独、6K
× 5K を 2 面、さらに 8K × 4K（動画）
を 13K × 5K（静止画）にはめこんだり
様々なレイアウトの超高精細映像を再生表
示できるシステムを出展していた。ディス
プレイは 104 インチ縦型の 2K × 5K を
6 面マルチにつなぎ合わせ、全体で 6.2m
× 2.5m（256 インチ）の大画面を実現し、
独自開発の“Inspiration WS”システムに
より上記のレイアウトの非圧縮映像を表示
していた（写 39）。その他に 8K 動画像に
波紋のようなイフェクトをリアルタイムで

送や IPTV に対応する MPEG ストリームを
リアルタイムに解析できる装置、H.265 に
対応し ES 解析と規格適合試験ができるア
ナライザー、さらに 4K 対応にアップグレ
ードでき HDR での信号設定可能な波形モ
ニター“WFM-8300”、ファイルベースの

写 38：4KLED ディスプレイクロマビジョン

写 39：マルチ画面による13K × 5K 映像

写 40：没入型ドーム映像システム

写 41：メディア解析ソリューション PRISM

10）  Picture Transfer Protocol8）  Surface Mount Device
9）  Chip on Bord

写 42：IP 環境でも活躍する 4K 測定器類

写 43：4K 対応画像評価装置の実演

写 44：8K 対応解析装置と 8K レコーダー

写 45：標準動画像表示システム

写 37：CS による 4KHDR 放送の受信公開

付加できるグラフィックシステムもデモし
ていた。
●超臨場感映像システムなどを扱っている
WonderVision Techno LAB. は、没入型
ドームディスプレイ“WV Sphere 5.2”
を出展し、来場者に映像体験させていた

（写 40）。幅 5.2m、高さ 3.4m、奥行き
2.6m の半球状スクリーンに 4K や 8K 映
像を映し出す映像システムで、映像と連動
し座席が遊動し、送風、音響効果で五感を
刺激する映像体験することができる。シミ
ュレーターやエンターテインメント、さら
に教育や研究用など多様な利用が考えられ
るそうだ。

測定・画像評価関係
　
　測定器関係の出展物も、4K/8K 化、進
展するファイル化、IP 化に対応する機器が
主流になっている。

●テクトロニクスは高画質、高度化する
制作、送出系をサポートする様々な測定
機器類や評価システムを出展した。注目
は IP/SDI メディアの解析ソリューショ
ン“Prism” で あ る（ 写 41）。SMPTE 
2022-6 や PTP10） に対応し、SDI、IP が
混在するシステムで映像品質を解析でき、
ハイブリッド SDI/IP プロダクションワー
クフローの問題を解析できる。その他、4K
映像 HEVC の解析をサポートしデジタル放
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自動 QC11）ソリューション“Aurora”など
多彩だった。

●リーダー電子は 4K トータルソリューシ
ョンとして HDR/12G/IP 関連技術をメ
インに展示した。HDR については HLG、
PQ および S-Log の 3 方式に対応した波形
のスケール表示や映像の中で HDR 部分を
強調するゾーン表示により輝度分布を確認
できる。12G-SDI 対応についてはアイパ
ターンやジッタ測定も行うことができ、IP
化の展開に備え NMI 方式（IP Live）IP 伝
送に対応した信号の映像、波形等の確認が
でき、また HDR/IP 対応オプション付き
4K 波形モニター “LV5490”（写 42）や
4 入力の 4K に対応するラスタライザーも
展示していた。

● KDDI を出身母体とする K-Will は超高精
細時代に備えた評価装置を出展した。4K 画
像評価装置“VP-4000”は二重刺激評価
により 4K 信号をリアルタイムで高精度に
評価でき、新たに HDR および BT.2020
広色域対応の PSNR 測定も可能になった。
4K 映像音声検査装置“ProQ4000”は黒
味、ブロックノイズ、カット点異常、音声
ノイズや途切れなどの異常をリアルタイム
に検出し、その部分をクリップとして保存
し検査終了後のレポートと共に品質異常を
目視確認できる（写 43）。

●日本コントロールシステムはフルスペ
ック 8K/120p、RGB444 に対応するア
ナライザー“DAB8000 Mini”を出展し
た。小型ながら多くの機能を一つにまとめ
たオールインワン解析装置で、ベースと
なる波形モニターだけでなく、8K カメラ
での撮影時に必須のフォーカスアシスト、
U-SDI/3G-SDI 信 号 変 換 機 能、12G-SD
対応プロトコルアナライザやパターンジェ
ネレータ機能を備えている（写 44）。NHK
の協力で開発し既に現場で使われており、
今後の 8K 本放送、2020 年の東京五輪に
おいて活用が期待される。また 8K 対応の
非圧縮レコーダー“DRB8000”も展示し

Ph.D. Takehisa Ishida　
映像技術ジャーナリスト11）  Quality Control

ていたが、15.6 インチ型 WXGA タッチパ
ネルを装備しフルスペック 8K 信号を非圧
縮で記録再生できる。

●映像情報メディア学会は放送局や機器メ
ーカー向けに機器やシステムをチェック評
価するための 8K および 4K 超高精細・広
色域標準動画像を提供している。既に頒布
済みの A シリーズとまもなく頒布予定の B
シリーズのタイトル画像を、それぞれマル
チ画面に表示し、その中から見たい画像を
選択するとフル画面に拡大表示することが
できる 4K マルチビュワ（ナノテック製）
で公開していた（写 45）。このマルチビュ
アは、複数の 4K や HD 画像を自由に配置、
レイアウト、サイズ変更ができ、スーパー
文字のサイズ色も自由に設定できる。この
システムは静止画、4K 動画を自由に扱え
商品販促用や様々なサイネージ用にも使え
そうだ。

補完項目

◎アビッドは 4K/HDR ソリューションに
関して、ノンリニア編集ツール“Media 
Composer”、コストパフォーマンスの良
いメディア共有ストレージ“NEXIS PRO”
と最新インタフェース “Artist DNxIO”を
組み合わせコストパフォーマンスに優れた
ターンキーシステム「4K 編集スターター
パッケージ」を展示していた。リアルタイ
ム IP 信号をサポートし IP への移行を支
援 す る MediaCentral Platform と し て、
Media Composer、Maestro、3DPlay、
Playmaker などによる IP インジェスト、
編集、プレイアウト、グラフィックス挿入、
モニタリングのワークフローをデモしてい
た。スポーツ番組制作コーナーでは中小規
模スタジオから大規模放送局まで、全ゆる
タイプの制作を Media Central Platform
で稼働するツールを組み合わせカバーする
End to End の統合ソリューションを公開
していた。

◎ AJA Video Systems は、コンパクト
なボディであらゆる制作ニーズに対応する
変換機能とインフラソリューション構築に

役立つ各種ミニコンバータシリーズなど多
彩な機器、素子を展示していた。注目の展
示物は 4K/UHD/2K/HD/SD に対応する
ファイルベー スのレコーダー / プレイヤ
ー“KiPro Ultra”で、ProRes に対応し最
大 4K 60p におよぶ広範囲のビデオフォー
マットとフレームレートをサポートしてい
る。計測技術研究所は同機を 4 台同期運転
し 8K 信号の記録再生にも使っていた。ま
た 4K/UHD/2K/HD/SD と多様なフォー
マットに対応し、HD/SD 信号を 4K/60p
にアップコンバートして 4K ワークフロー
に統合でき、柔軟で効率的なワークが可能
なフレームシンクロナイザー FS4 も展示
していた。

◎ ATOMOS はユニークなレイアウト、デ
ザインのブースいっぱいに、ソニー、パナ
ソニック、キヤノン、ARRI など各社のカメ
ラに一体型レコーダーを実装し、来場者に
体験させていた。ハイエンドの“SHOGUN 
Inferno”は、12G-SDI/HDMI2.0 入力に
加え 3G-SDI × 4 により 4K/60p 対応と
なり、7.1 インチ型広視野角 IPS LCD モ
ニターは従来比で約 4 倍の高輝度パネル
を採用し、HDR 映像のモニタリング可能
な Atom HDR モードを搭載した。また
4K と HD、ProRes と DNx HR の 2 系統
同時収録可能なダブルデッキ“SHOGUN 
STUDIO”も展示していた。

むすびにかえて

　InterBEE 2016 について 3 回にわたり
報告した。放送、映像メディアは急速に、
大きく変化し、成長発展を遂げている。そ
れらを支える技術の動向、流れも変貌しつ
つあり、本文に記したように、出展物は従
来以上に多岐にわたり膨大になっている。
このような動きは、2018 年の 4K/8K の
本放送、さらに 2020 年の大きなイベント
である東京オリンピックに向け、さらなる
進展すると想定される。

InterBEE 2016 REPORT
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開していた（写 37）。コンテンツ制作はブ
ースにも展示していた 4K/8K 対応の高品
質カラーグレーディング装置対応の SGO

“Mistika”を使い、HLG 方式 HDR 映像と
して制作されたものである。 

●イベントなどでの大型映像で実績高いヒ
ビノクロマティックは 4K/8K 時代を見据
えた大画面 LED ディスプレイのクロマビ
ジョンを出展した（写 38）。さらに従来
の LED は SMD8） と呼ばれる方式で構成
され高精細度、大型化が難しかったため、
COB9）式による 8K にも対応可能なモデル
の開発をしていると報じていた。

●次世代映像システムやソフトウェア開発
を主業務にしているアズラボは、非圧縮動
画再生装置 1 台で、13K × 5K 単独、6K
× 5K を 2 面、さらに 8K × 4K（動画）
を 13K × 5K（静止画）にはめこんだり
様々なレイアウトの超高精細映像を再生表
示できるシステムを出展していた。ディス
プレイは 104 インチ縦型の 2K × 5K を
6 面マルチにつなぎ合わせ、全体で 6.2m
× 2.5m（256 インチ）の大画面を実現し、
独自開発の“Inspiration WS”システムに
より上記のレイアウトの非圧縮映像を表示
していた（写 39）。その他に 8K 動画像に
波紋のようなイフェクトをリアルタイムで

送や IPTV に対応する MPEG ストリームを
リアルタイムに解析できる装置、H.265 に
対応し ES 解析と規格適合試験ができるア
ナライザー、さらに 4K 対応にアップグレ
ードでき HDR での信号設定可能な波形モ
ニター“WFM-8300”、ファイルベースの

写 38：4KLED ディスプレイクロマビジョン

写 39：マルチ画面による13K × 5K 映像

写 40：没入型ドーム映像システム

写 41：メディア解析ソリューション PRISM

10）  Picture Transfer Protocol8）  Surface Mount Device
9）  Chip on Bord

写 42：IP 環境でも活躍する 4K 測定器類

写 43：4K 対応画像評価装置の実演

写 44：8K 対応解析装置と 8K レコーダー

写 45：標準動画像表示システム

写 37：CS による 4KHDR 放送の受信公開

付加できるグラフィックシステムもデモし
ていた。
●超臨場感映像システムなどを扱っている
WonderVision Techno LAB. は、没入型
ドームディスプレイ“WV Sphere 5.2”
を出展し、来場者に映像体験させていた

（写 40）。幅 5.2m、高さ 3.4m、奥行き
2.6m の半球状スクリーンに 4K や 8K 映
像を映し出す映像システムで、映像と連動
し座席が遊動し、送風、音響効果で五感を
刺激する映像体験することができる。シミ
ュレーターやエンターテインメント、さら
に教育や研究用など多様な利用が考えられ
るそうだ。

測定・画像評価関係
　
　測定器関係の出展物も、4K/8K 化、進
展するファイル化、IP 化に対応する機器が
主流になっている。

●テクトロニクスは高画質、高度化する
制作、送出系をサポートする様々な測定
機器類や評価システムを出展した。注目
は IP/SDI メディアの解析ソリューショ
ン“Prism” で あ る（ 写 41）。SMPTE 
2022-6 や PTP10） に対応し、SDI、IP が
混在するシステムで映像品質を解析でき、
ハイブリッド SDI/IP プロダクションワー
クフローの問題を解析できる。その他、4K
映像 HEVC の解析をサポートしデジタル放
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自動 QC11）ソリューション“Aurora”など
多彩だった。

●リーダー電子は 4K トータルソリューシ
ョンとして HDR/12G/IP 関連技術をメ
インに展示した。HDR については HLG、
PQ および S-Log の 3 方式に対応した波形
のスケール表示や映像の中で HDR 部分を
強調するゾーン表示により輝度分布を確認
できる。12G-SDI 対応についてはアイパ
ターンやジッタ測定も行うことができ、IP
化の展開に備え NMI 方式（IP Live）IP 伝
送に対応した信号の映像、波形等の確認が
でき、また HDR/IP 対応オプション付き
4K 波形モニター “LV5490”（写 42）や
4 入力の 4K に対応するラスタライザーも
展示していた。

● KDDI を出身母体とする K-Will は超高精
細時代に備えた評価装置を出展した。4K 画
像評価装置“VP-4000”は二重刺激評価
により 4K 信号をリアルタイムで高精度に
評価でき、新たに HDR および BT.2020
広色域対応の PSNR 測定も可能になった。
4K 映像音声検査装置“ProQ4000”は黒
味、ブロックノイズ、カット点異常、音声
ノイズや途切れなどの異常をリアルタイム
に検出し、その部分をクリップとして保存
し検査終了後のレポートと共に品質異常を
目視確認できる（写 43）。

●日本コントロールシステムはフルスペ
ック 8K/120p、RGB444 に対応するア
ナライザー“DAB8000 Mini”を出展し
た。小型ながら多くの機能を一つにまとめ
たオールインワン解析装置で、ベースと
なる波形モニターだけでなく、8K カメラ
での撮影時に必須のフォーカスアシスト、
U-SDI/3G-SDI 信 号 変 換 機 能、12G-SD
対応プロトコルアナライザやパターンジェ
ネレータ機能を備えている（写 44）。NHK
の協力で開発し既に現場で使われており、
今後の 8K 本放送、2020 年の東京五輪に
おいて活用が期待される。また 8K 対応の
非圧縮レコーダー“DRB8000”も展示し
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ていたが、15.6 インチ型 WXGA タッチパ
ネルを装備しフルスペック 8K 信号を非圧
縮で記録再生できる。

●映像情報メディア学会は放送局や機器メ
ーカー向けに機器やシステムをチェック評
価するための 8K および 4K 超高精細・広
色域標準動画像を提供している。既に頒布
済みの A シリーズとまもなく頒布予定の B
シリーズのタイトル画像を、それぞれマル
チ画面に表示し、その中から見たい画像を
選択するとフル画面に拡大表示することが
できる 4K マルチビュワ（ナノテック製）
で公開していた（写 45）。このマルチビュ
アは、複数の 4K や HD 画像を自由に配置、
レイアウト、サイズ変更ができ、スーパー
文字のサイズ色も自由に設定できる。この
システムは静止画、4K 動画を自由に扱え
商品販促用や様々なサイネージ用にも使え
そうだ。

補完項目

◎アビッドは 4K/HDR ソリューションに
関して、ノンリニア編集ツール“Media 
Composer”、コストパフォーマンスの良
いメディア共有ストレージ“NEXIS PRO”
と最新インタフェース “Artist DNxIO”を
組み合わせコストパフォーマンスに優れた
ターンキーシステム「4K 編集スターター
パッケージ」を展示していた。リアルタイ
ム IP 信号をサポートし IP への移行を支
援 す る MediaCentral Platform と し て、
Media Composer、Maestro、3DPlay、
Playmaker などによる IP インジェスト、
編集、プレイアウト、グラフィックス挿入、
モニタリングのワークフローをデモしてい
た。スポーツ番組制作コーナーでは中小規
模スタジオから大規模放送局まで、全ゆる
タイプの制作を Media Central Platform
で稼働するツールを組み合わせカバーする
End to End の統合ソリューションを公開
していた。

◎ AJA Video Systems は、コンパクト
なボディであらゆる制作ニーズに対応する
変換機能とインフラソリューション構築に

役立つ各種ミニコンバータシリーズなど多
彩な機器、素子を展示していた。注目の展
示物は 4K/UHD/2K/HD/SD に対応する
ファイルベー スのレコーダー / プレイヤ
ー“KiPro Ultra”で、ProRes に対応し最
大 4K 60p におよぶ広範囲のビデオフォー
マットとフレームレートをサポートしてい
る。計測技術研究所は同機を 4 台同期運転
し 8K 信号の記録再生にも使っていた。ま
た 4K/UHD/2K/HD/SD と多様なフォー
マットに対応し、HD/SD 信号を 4K/60p
にアップコンバートして 4K ワークフロー
に統合でき、柔軟で効率的なワークが可能
なフレームシンクロナイザー FS4 も展示
していた。

◎ ATOMOS はユニークなレイアウト、デ
ザインのブースいっぱいに、ソニー、パナ
ソニック、キヤノン、ARRI など各社のカメ
ラに一体型レコーダーを実装し、来場者に
体験させていた。ハイエンドの“SHOGUN 
Inferno”は、12G-SDI/HDMI2.0 入力に
加え 3G-SDI × 4 により 4K/60p 対応と
なり、7.1 インチ型広視野角 IPS LCD モ
ニターは従来比で約 4 倍の高輝度パネル
を採用し、HDR 映像のモニタリング可能
な Atom HDR モードを搭載した。また
4K と HD、ProRes と DNx HR の 2 系統
同時収録可能なダブルデッキ“SHOGUN 
STUDIO”も展示していた。

むすびにかえて

　InterBEE 2016 について 3 回にわたり
報告した。放送、映像メディアは急速に、
大きく変化し、成長発展を遂げている。そ
れらを支える技術の動向、流れも変貌しつ
つあり、本文に記したように、出展物は従
来以上に多岐にわたり膨大になっている。
このような動きは、2018 年の 4K/8K の
本放送、さらに 2020 年の大きなイベント
である東京オリンピックに向け、さらなる
進展すると想定される。
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